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多
く
の
感
謝
と
新
た
な
決
意
今
こ
こ
に

服部　壽夫 氏 森橋　静秋 氏福間　捷三 氏

邑
智
郡
森
林
組
合
合
併
30
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
公
私
と
も
に
ご
多
用
の
中
、
ご

来
賓
の
皆
様
に
は
多
数
ご
臨
席
を
賜
り
記
念
式
典
を

盛
大
に
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
光
栄
で
あ
り
慶

賀
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
は
、
当
組
合
の
事
業
運
営
に
対
す
る

温
か
い
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
か
さ
ね
て
衷
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
組
合
は
、
森
林
の
管
理
及
び
地
域
林
業

の
中
核
的
な
担
い
手
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
体
制
に
整

備
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
、
組
織
の
合
理
化
、
事
業

運
営
の
効
率
化
を
図
る
目
的
で
合
併
し
て
以
来
、
洲

濱
正
敏
初
代
組
合
長
、
天
川
藤
信
二
代
目
組
合
長
、

森
橋
静
秋
三
代
目
組
合
長
を
中
心
に
役
職
員
の
努
力

と
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
本

年
合
併
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
組
合
の
基
本
理
念
は
、
組
合
員
の
経
済
的
・
社

会
的
地
位
の
向
上
並
び
に
森
林
の
保
続
培
養
及
び
森

林
生
産
力
の
増
進
を
図
り
、
担
い
手
の
確
保
に
努
め

森
林
の
活
性
化
に
向
け
、
地
域
の
中
心
的
な
管
理
・

推
進
団
体
と
し
て
森
林
を
協
同
の
力
で
守
り
続
け
、

「
緑
豊
か
な
森
林
資
源
を
適
正
に
整
備
し
、
次
世
代

へ
継
承
す
る
」こ
と
を
基
本
に
健
康
で
豊
か
な
住
生

活
を
支
え
て
い
く
と
し
、
適
切
な
森
林
の
整
備
、
木

材
生
産
、
再
造
林
を
行
う
循
環
型
林
業
を
通
じ
て
達

成
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

日
本
の
山
林
は
、
森
林
資
源
の
成
長
量
が
供
給
量

を
大
き
く
上
回
る
ほ
ど
国
産
材
の
蓄
積
量
が
増
加
し
、

国
産
材
の
木
材
自
給
率
50
％
を
目
標
と
す
る
森
林
・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
が
平
成
23
年
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
変
更
で
原
木
の

安
定
供
給
体
制
の
構
築
、
並
び
に
木
材
需
要
拡
大
で

林
業
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
へ
の
人
口
流

出
、
少
子
化
の
進
行
に
よ
る
人
口
減
少
が
拍
車
を
か

け
、
地
方
の
衰
退
が
予
想
以
上
の
速
さ
で
進
行
す
る

な
ど
、
森
林
組
合
の
担
い
手
確
保
や
森
林
所
有
者
の

不
在
村
に
よ
る
所
有
者
不
明
、
境
界
の
不
明
確
な
ど

の
問
題
が
顕
在
化
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

問
題
の
あ
る
中
、
島
根
県
や
市
町
村
を
始
め
各
林
業

関
係
者
の
ご
協
力
の
も
と
、
事
業
の
進
行
を
止
め
る

こ
と
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
平
成
26
年
農
林

水
産
祭
参
加
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
に
お
い
て
、

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
林
業
関
係
者
が
長
年
切
望
を
し
て
参
り
ま

し
た「
森
林
環
境
税
」
が
創
設
さ
れ
、
地
球
温
暖
化

対
策
や
未
整
備
森
林
の
保
全
、
林
地
台
帳
の
整
備
な

ど
進
め
る
た
め
、「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」

が
動
き
出
し
ま
す
。
市
町
主
導
の
新
た
な
シ
ス
テ
ム

で
、
今
後
、
森
林
・
林
業
木
材
産
業
を
成
長
産
業
に

発
展
さ
せ
る
た
め
の
努
力
を
私
た
ち
森
林
組
合
は
惜

し
ま
な
い
決
意
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
30
周
年
を
機
に
、
経
済
事
象
面
の
厳
し
き
折

で
は
あ
り
ま
す
が
、
森
林
組
合
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

の
重
大
性
に
思
い
を
い
た
し
、
私
た
ち
役
職
員
一
体

と
な
り
、
経
営
基
盤
の
確
立
に
努
め
、
組
合
員
の
負

託
に
応
え
る
と
共
に
、
森
林
組
合
の
発
展
に
努
力
し

て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

関
係
当
局
並
び
に
組
合
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
私
た
ち
へ
の
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

邑
智
郡
森
林
組
合

 

代
表
理
事
組
合
長

�

大 

石
　
良 

典

ご
あ
い
さ
つ

合
併
30
周
年
記
念
式
典
開
催

５
月
29
日
、
川
本
町
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
に
お
い
て
、
邑
智

郡
森
林
組
合
合
併
30
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。
合
併

30
年
を
迎
え
、
皆
様
へ
の
多
く
の
感
謝
と
更
な
る
飛
躍
を
決
意

し
、
ま
た
一
歩
あ
ゆ
み
始
め
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ
る
森
橋
静
秋
氏

勤
続
表
彰
者
を
代
表
し
て

表
彰
状
を
受
け
る
植
田
淳
氏

功
労
者
に
感
謝
状
の
贈
呈
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合
併
30
年
の
あ
ゆ
み

新組合発足式菌床椎茸榾木センター

自走式木材
リサイクラー

ゆめみどり

天川藤信組合長 洲濱正敏組合長

高性能林業機械燃料チップ搬入森林保険制度
創設 80 周年記念表彰

邑南支所開所 美郷支所開所

合併20周年記念式典

昭
和
63
・
８
／
１
郡
内
７
組
合
の
合
併
に
よ
り
発
足
、

初
代
組
合
長
に
洲
濱
正
敏
氏
就
任

平
成
３
・
５
／
31
第
３
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
役
員
定
数
を

理
事
26
名
を
17
名
に
変
更

4
・
4
／
１
Ｏ
Ａ
機
器
を
導
入
し
、

事
務
処
理
の
電
算
化
を
図
る

4
・
６
／
１
組
合
長
に
天
川
藤
信
氏
就
任

５
・
11
／
30
邑
南
町
中
野
に

菌
床
椎
茸
榾
木
オ
ガ
コ
生
産
施
設
を
建
設

６
・
３
／
20
川
本
町
川
下
に

菌
床
椎
茸
榾
木
セ
ン
タ
ー
を
建
設

10
・
５
／
28
邑
智
郡
森
林
組
合
合
併
10
周
年
記
念
式
典
を

開
催

11
・
６
／
18
地
籍
調
査
事
業（
Ｅ
行
程
）を
開
始

12
・
３
／
27
自
走
式
粉
砕
機（
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
）を
導
入

12
・
６
／
９
産
業
廃
棄
物
処
分
業（
島
根
県
）を
開
始

12
・
７
／
５
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業（
島
根
県
）を
開
始

15
・
３
／
20
邑
南
町
中
野
チ
ッ
プ
工
場
隣
接
に

堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
建
設

15
・
９
／
26
木
質
有
機
堆
肥

「
ゆ
め
み
ど
り
」の
販
売
を
開
始

16
・
６
／
１
組
合
長
に
森
橋
静
秋
氏
就
任

17
・
６
／
１
支
所
を
統
廃
合
し
、
美
郷
支
所
・
邑
南
支
所
・

桜
江
出
張
所
と
し
開
所

18
・
１
／
16
高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
し
、

本
格
的
に
利
用
間
伐
事
業
を
開
始

19
・
５
／
31
第
19
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
役
員
定
数
を

理
事
17
名
を
７
名
に
、
監
事
４
名
を
３
名
に
変
更

19
・
10
／
29
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

施
業
集
約
化
・
供
給
情
報
集
積
事
業
を
開
始

20
・
５
／
29
邑
智
郡
森
林
組
合
合
併
20
周
年
記
念
式
典
を

開
催

21
・
１
／
26
島
根
県
素
材
流
通
協
同
組
合
設
立
発
起
人
会

21
・
４
／
17
島
根
県
水
源
林
造
成
事
業

３
万
ha
達
成
記
念
植
樹
祭

24
・
９

森
林
経
営
計
画

「
悠
邑
森
づ
く
り
協
定
書
」の
締
結
始
ま
る

25
・
５
／
30
邑
智
郡
森
林
組
合
の
中
長
期
経
営
計
画
設
定

（
第
１
回
）

25
・
５
／
30
組
合
長
に
大
石
良
典
氏
就
任

26
・
７
／
31
農
林
水
産
祭
参
加
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
に

お
い
て
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

27
・
７
／
１
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
燃
料
供
給
始
ま
る

29
・
５
／
29
森
林
法
及
び
森
林
組
合
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

森
林
経
営
規
程
を
設
定
す
る

29
・
10
／
28
森
林
保
険
制
度
創
設
80
周
年
記
念
表
彰
受
賞

30
・
５
／
30
邑
智
郡
森
林
組
合
合
併
30
周
年
記
念
式
典
を

開
催

森橋静秋組合長
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（保育面積：ha）

2,837

4,429

4,005

3,308

2,114
2,269

2,059
2,217

1,988

1,572 1,691
1,482

1,187 1,207
1,029

S63 元年 H5 H10 H15 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

そ の 他 375 605 341 152 399 96 187 22 105 176 142 209 110 127

枝 打 ち 60 103 490 1,001 381 381 234 368 403 230 265 224 105 74
除伐・間伐 600 981 1,044 1,235 795 1,341 1,014 1,346 1,065 750 821 549 492 563

下 刈 り 1,450 2,359 1,925 811 472 357 455 448 339 355 379 413 410 390
352 381 205 109 67 94 169 33 76 61 84 87 70 53

139

54
401

392
43新　　植

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

年度別森林造成事業・保育事業の推移

2,000
（百万円）

1,800

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

1,262

1,889

1,511 1,529

1,063
998

1,123
1,172

1,091 1,068
1,141

1,219 1,171 1,1891,199

S63

377334297264259191185132181116120152340211販　　売
253 375 204 168 140 157 158 197 210 211 189 177 256 299加　　工

元年 H5 H10 H15 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

798 807 660 833 790 690 598 688 745 581 523

364
325
5001,174 1,155 1,241森林整備

年度別合計取扱高及び部門別事業の推移

管内の森林の概要
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樹種別面積 (民有林 ) 森林の内訳 (民有林 )

森林経営別面積

79,972ha

総　数

72,159ha
ザツ等
39,645

マツ等
7,709

ヒノキ
9,011

スギ
15,794

総　数

無立木地・竹林 1,457

人工林広葉樹
148

天然林針葉樹
2,662

72,159ha

総　数

人工林針葉樹
28,580天然林広葉樹

39,312

個人
49,964

国有林
7,813 県・市町行

3,573

公社 4,269

森林研究・整備機構
6,663

共有 4,808

社寺・会社団体
2,882

（ha）

樹種別・齢級別森林面積 (民有林 )

ヒノキ
マツ等

ス　ギ

１齢級 ２齢級 3齢級 4齢級 5齢級 6齢級 7齢級 8齢級 9齢級 10齢級 11齢級 12齢級 13齢級 14齢級 15齢級以上

ザツ等

42 36 16 178 566 1,090 2,205 3,119 1,773 1,516 1,410 1,852 1,147 289 555
311 451 276 414 640 785 946 1,382 1,629 763 357 437 277 78 265
0 4 14 27 7 9 7 92 443 1,102 1,162 1,083 560 340 2,859
71 131 275 448 883 805 1,212 752 1,163 2,050 3,066 5,251 7,413 5,467 10,658

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

邑智郡森林組合

平成 28 年度末現在 ※島根県森林資源関係資料より
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合
併
30
周
年
記
念
式

典
終
了
後
、
引
き
続
き

第
30
回
通
常
総
代
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

総
代
定
数
２
１
０
名

（
欠
員
１
名
）の
う
ち

１
９
７
名（
う
ち
委
任

状
15
名
、
書
面
議
決
書

49
名
）の
出
席
に
よ
り

開
か
れ
、
大
石
組
合
長

の
挨
拶
の
後
、
議
長
に

美
郷
町
の
吉
川
肇
氏
を

選
任
し
、
全
議
案
と
も

原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

� （単位：円）
科　　目 積算内訳 小　　計 合　　計

Ⅰ　当期未処分剰余金 18,026,976
Ⅱ　剰余金処分額
　１　法定準備金 当期剰余金の20％以上 3,200,000
　２　任意積立金 8,685,317
　３　出資配当金 払込出資金の0.5％ 2,068,240 13,953,557
Ⅲ　次期繰越剰余金 4,073,419
脚注　�１．次期繰越剰余金中、教育情報資金は 800,000 円である。�

２．出資配当金は、出資に充当するため出資預り金とし、１口千円につき出資金に振り替える。�
３．任意積立金の種類は、間伐推進事業積立金 4,185,317 円、合併記念事業積立金 4,500,000 円である。

第
30
回  

通
常
総
代
会

森
林
環
境
税（
仮
称
）創
設
の
た

め
、
溝
口
善
兵
衛
島
根
県
知
事
を
始

め
、
島
根
県
林
業
振
興
・
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
議
員
連
盟
の
皆
様
が
島
根
県

選
出
国
会
議
員
へ
要
望
書
を
、
ま
た
、

邑
智
郡
及
び
江
津
市
の
議
会
よ
り
意

見
書
の
提
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
度
事
業
総
収
益
は

11
億
８
千
９
百
万
円
、
前
年
対
比

99
％
、
事
業
総
利
益
は
１
億
７
千
４ 

百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
約
３
百 

万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。
販
売
関
係

は
、
木
材
需
要
の
目
安
と
な
る
新
設
住

宅
着
工
数
が
島
根
県
で
３
，４
６
０
戸
、

国
内
で
は
９
６
４
，６
４
１
戸
と
ほ
ぼ

前
年
並
み
と
な
り
、
浜
田
針
葉
樹
合

板
工
場
の
生
産
も
順
調
で
し
た
。
し

か
し
、
従
業
員
の
退
職
で
伐
採
従
事

者
が
減
少
し
、
組
合
の
合
板
出
荷
量

は
昨
年
よ
り
３・８
％
減
少
し
ま
し
た
。

低
質
針
葉
樹
の
需
要
は
、
製
紙
用
チ

ッ
プ
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
で
の
引

き
合
い
が
多
く
、
江
の
川
市
場
で
予

定
し
て
い
た
数
量
の
バ
イ
オ
マ
ス
原
木

調
達
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

組
合
自
ら
の
生
産
に
頼
る
し
か
な
く
、 

技
術
者
の
増
員
が
必
須
と
な
っ
て
い
ま

す
。
１
年
を
通
し
て
募
集
を
行
っ
た
結

果
、
素
材
生
産
に
１
名
を
確
保
し
ま

し
た
。
加
工
部
門
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
事

業
を
除
き
前
年
を
上
回
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
菌
床
農
家
の
施
設
の
増

築
等
で
、
生
産
個
数
増
の
要
望
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
森
林
整
備

部
門
の
森
林
研
究
・
整
備
機
構
造
林

は
、
降
雪
と
長
期
の
低
温
が
影
響
し
、

植
付
け
を
次
年
度
に
繰
越
し
た
こ
と

な
ど
で
収
入
減
と
な
り
ま
し
た
。
林

業
公
社
及
び
個
人
造
林
は
、
森
林
経

営
計
画
に
沿
い
事
業
を
実
施
し
、
成

果
を
上
げ
ま
し
た
。
主
伐
や
間
伐
材

の
搬
出
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
の
作
業

道
設
置
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
対
策
は
、
安
全
祈

願
祭
や
安
全
衛
生
大
会
を
実
施
し
、

安
全
意
識
の
向
上
と
ス
ト
レ
ス
対
策

に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
ま
た
、

月
々
の
安
全
衛
生
委
員
会
で
検
討
し

た
事
案
を
４
事
業
所
で
行
う
安
全
衛

生
推
進
会
議
で
全
員
に
周
知
す
る
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
推
進
に
つ
い
て
は
、
事
業
計

画
対
比
で
販
売
部
門
１
１
７
％
、
加

工
部
門
１
０
５
％
、
森
林
整
備
部
門

92
％
、
事
業
総
取
扱
額
１
０
２
％
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
期
剰

余
金
１
，５
８
７
万
円
、
繰
越
剰
余

金
２
１
５
万
円
を
合
わ
せ
て
当
期
未

処
分
剰
余
金
は
１
，８
０
２
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご

支
援
、
関
係
当
局
や
林
業
関
係
機
関

各
位
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
賜
物
と

深
く
感
謝
す
る
と
共
に
、
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
度

事
業
報
告
総
括
事
項

平
成
29
年
度

剰
余
金
処
分
案

質疑に答える中原代表監事
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事
業
状
況

販
売
部
門

一
．
合
板
・
製
材
生
産
性
強
化
対
策
交

付
金
に
よ
り
、
路
網
を
整
備
し
、
間

伐
材
を
合
板
工
場
等
に
供
給
し
た
。

一
．
森
林
経
営
計
画
の
中
で
施
業
の
集

約
を
実
施
、
伐
採
業
者
と
協
定
を
締

結
し
、
造
林
地
の
確
保
に
努
め
た
。

一
．
木
材
生
産
を
流
通
課
主
導
で
本
支

所
間
の
調
整
を
行
い
、
労
務
と
機
械

配
備
を
効
率
的
に
進
め
、
増
産
化
を

図
っ
た
。

一
．
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
森
林
経

営
計
画
通
り
施
業
提
案
を
実
施
し
、

計
画
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
．
公
共
建
築
物
の
計
画
で
地
産
材
の

直
接
供
給
を
行
い
、
地
産
地
消
に
努

め
た
。

一
．
形
状
、
品
質
に
応
じ
適
切
な
造
材

に
努
め
、
市
場
、
合
板
工
場
、
チ
ッ

プ
工
場
等
に
納
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

加
工
部
門

一
．
チ
ッ
プ
機
械
の
整
備
を
実
施
、
良

品
質
の
チ
ッ
プ
形
状
生
産
に
努
め
、

品
質
向
上
を
図
っ
た
。

一
．
原
材
料
を
確
保
し
、
製
紙
及
び
バ

イ
オ
チ
ッ
プ
契
約
数
量
の
納
品
と
、

含
水
率
の
低
減
に
努
め
、
歩
留
ま
り

の
向
上
を
図
っ
た
。

一
．
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
「
ゆ
め
み
ど
り
」
の

営
業
を
純
鉄
の
販
売
に
併
せ
行
っ

た
。バ
ラ
売
り
の
散
布
等
に
応
え
た
。

一
．
建
設
工
事
に
係
る
処
理
及
び
収
集

運
搬
の
事
業
が
増
加
し
た
。
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守
し
た
。

一
．
菌
床
榾
木
「
島
根
県
エ
コ
ロ
ジ
ー

推
奨
」
の
再
認
証
を
受
け
、
優
良
榾

木
の
生
産
を
行
っ
た
。

一
．
菌
床
生
産
農
家
の
注
文
増
に
応

え
、
増
産
を
行
っ
た
。

一
．
オ
ガ
コ
生
産
は
、
最
適
な
原
木
の

確
保
を
行
い
、
菌
床
榾
木
の
増
産
に

対
応
で
き
た
。

実
施
し
た
。

一
．
各
苗
木
、
林
業
用
機
械
・
器
具
・

資
材
物
資
な
ど
、
県
森
連
や
機
械
器

具
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
、
良
質
で
安

価
な
物
資
の
斡
旋
と
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

に
努
め
た
。
安
全
用
品
の
取
り
扱
い

も
行
っ
た
。

一
．
間
伐
見
積
も
り
時
に
、
森
林
保
険

に
つ
い
て
説
明
し
、
加
入
を
促
進
し

た
。
ま
た
、
期
間
終
了
と
な
る
山
林

に
つ
い
て
は
、
更
新
を
奨
め
た
。

一
．
地
籍
調
査
事
業
の
応
札
で
事
業
確

保
と
地
元
の
協
力
を
得
て
、
期
限
内

に
事
業
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

森
林
整
備
部
門

一
．
事
業
実
施
に
お
い
て
は
、
経
営
計

画
を
新
規
樹
立
又
は
変
更
し
て
対
応

し
、
負
担
金
の
軽
減
化
に
努
め
た
。

一
．
荒
廃
林
を
県
民
再
生
の
森
事
業

で
、
手
入
れ
の
必
要
な
人
工
林
は
造

林
補
助
金
等
で
対
応
し
、
保
育
間
伐

を
実
施
し
た
。

一
．
優
良
山
行
苗
の
生
産
を
行
い
、
全

て
販
売
し
た
。
ま
た
、
伐
採
跡
地
の

植
栽
を
行
い
再
生
し
、
森
林
の
保
全

に
努
め
た
。

一
．
国
有
林
の
入
札
に
積
極
的
に
参
加

し
、
事
業
確
保
に
努
め
た
。　
　

一
．
治
山
事
業
の
入
札
で
保
安
林
整
備

の
受
注
、
測
量
調
査
や
間
伐
事
業
を

損　益　計　算　書
（単位：円）

科　　　　目 小　計 合　計
Ⅰ　事業総損益
１　事業総収益 1,189,484,689
２　事業総費用 1,015,375,874
　　　事業総利益 174,108,815
Ⅱ　事業損益
１　人件費 148,529,507
２　旅費・交通費 968,095
３　事務費 3,216,687
４　業務費 5,105,940
５　諸税負担金 5,775,942
６　施設費 7,144,597
７　雑　費 2,598,555
　　　事業管理費計 173,339,323
　　　事業利益 769,492
Ⅲ　経常損益
１　事業外収益 22,839,303
２　事業外費用 11,727,104
　　　事業外損益 11,112,199
　　　経常利益 11,881,691
Ⅳ　特別損益
１　特別利益 5,523,250
２　特別損失 626,307
　　　特別損益 4,896,943
　　　税引前当期純利益 16,778,634
　　　法人税、住民税及び事業税  904,500
　　　法人税等調整額
　　　当期剰余金 15,874,134
　　　前期繰越剰余金 2,152,842
　　　当期未処分剰余金 18,026,976

事業総収益
1,189,485千円

緑の雇用育成収入 3,015

（単位：千円）

販売部門
加工部門
森林整備部門

指導事業 0
販売品 6,050

その他
2,069

再生品 57,884
菌床品 36,606

オガコ品 4,586

治山工事 
7,625

作業道工事 
104,807

調査収入 20,924

その他 1,273
金融事業 157

購買事業 40,758

林産品
179,425

間伐品
176,347

チップ製品 91,876

バイオマス品 
134,048

森林整備 
249,275

利用料 
72,760

	 お　お　ち　森　林 	 平成 30 年 8 月7�



運
営
の
基
本
方
針

平
成
30
年
度
事
業
計
画

こ
こ
数
年
新
設
住
宅
着
工
数
は
、
政

府
の
低
金
利
政
策
や
税
制
優
遇
策
な
ど

で
、
90
万
戸
台
半
ば
を
記
録
す
る
堅
調
さ

を
保
ち
続
け
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
10

月
、
消
費
税
率
10
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
の
で
、
年
後
半
か
ら
そ
の
影
響
に
よ
る

駆
け
込
み
需
要
が
あ
る
と
の
専
門
家
の
予

想
や
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
も
成
長
す

る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
合
板
や
ラ
ミ
ナ

材
等
の
需
要
は
ま
だ
高
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
木
材
の
中
国
の
購
買
力
は

一
層
強
く
、
日
本
は
輸
入
木
材
が
確
保
し

に
く
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
輸
入
材
に
国

産
材
が
取
っ
て
代
わ
れ
る
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
国
内
の
人
工
林
も
10
令
級
以
上
が

１
千
万
ha
以
上
で
、
蓄
積
量
も
十
分
あ
る

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
林
業
・
木
材
産

業
を
成
長
産
業
化
に
実
現
を
図
る
土
壌
は

揃
っ
て
お
り
、
あ
と
は
私
た
ち
が
持
続
的

に
木
材
を
供
給
で
き
る
た
め
の
担
い
手
確

保
と
路
網
整
備
を
整
え
ら
れ
る
か
で
す
。

特
に
中
山
間
地
域
で
は
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
の
影
響
、
都
市
部
の
好
景
気
等

が
就
職
希
望
者
を
取
り
込
ん
で
お
り
、
労

働
力
の
確
保
が
非
常
に
困
難
な
状
況
で

す
。
今
後
も
各
機
関
の
ご
指
導
・
ご
助
成

の
も
と
、
担
い
手
の
確
保
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

対
策
の
合
板
・
製
材
・
集
成
材
国
際
競
争

力
強
化
対
策
事
業
で
、
間
伐
・
主
伐
材
供

給
を
供
給
可
能
な
路
網
と
土
場
の
整
備
を

行
い
、
山
元
へ
少
し
で
も
多
く
木
材
代
が

届
く
よ
う
搬
出
費
の
低
コ
ス
ト
化
に
努

め
、
再
造
林
の
促
進
を
行
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
の
林
業
を
生
業
と
し
て
成

り
立
た
せ
希
望
の
あ
る
産
業
へ
と
導
く
た

め
、
条
件
不
利
地
の
実
情
を
国
へ
ご
理
解

願
う
よ
う
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

林
業
で
の
労
働
災
害
が
圧
倒
的
に
多
い

伐
採
、
搬
出
事
業
を
中
心
に
労
働
災
害
防

止
の
啓
蒙
に
努
め
ま
す
。
安
全
大
会
や
安

全
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
安
全
を
伝
え
る
機

会
を
多
く
し
、「
安
全
最
優
先
」は
、
人

命
的
・
経
済
的
に
も
っ
と
も
大
切
で
あ
る

基
本
を
認
識
さ
せ
ま
す
。

美
郷
町
の
持
続
可
能
な
森
林
経
営
管
理

パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
の
締
結
で
、
町
行
分
収

林
の
満
期
を
迎
え
る
山
林
は
も
と
よ
り
、

そ
の
隣
接
地
も
含
め
現
況
や
条
件
調
査
を

行
い
、
町
や
契
約
者
に
最
良
の
方
向
を
提

案
し
ま
す
。
ま
た
、
県
下
で
初
め
て
の
試

み
で
あ
り
、
手
本
と
な
る
よ
う
就
労
機
会

の
確
保
と
地
域
雇
用
の
創
出
を
通
じ
て
美

郷
町
の
重
点
施
策
で
あ
る
定
住
推
進
に
協

同
で
取
り
組
み
ま
す
。

管
内
の
市
町
村
と
の
連
携
を
図
り
、
新

し
い
制
度
に
対
応
す
る
組
合
と
し
て
県
の

ご
指
導
・
ご
支
援
の
も
と
、
準
備
し
て
参

り
ま
す
。

平成30年度損益計画
（単位：千円）

科　　　　　目 小　 計 合　 計
Ⅰ　事業総損益
１　事業総収益 1,115,863
２　事業総費用 942,773
　　事業総利益 173,090
Ⅱ　事業損益
１　人件費 144,069
２　旅費・交通費 1,077
３　事務費 5,315
４　業務費 6,083
５　諸税負担金 6,378
６　施設費 7,346
７　雑　費 2,572
　　　事業管理費計 172,840
　　　事業利益 250
Ⅲ　経常損益
１　事業外収益 20,075
２　事業外費用 10,667
　　　事業外損益 9,408
　　　経常利益 9,658
Ⅳ　特別損益
１　特別利益 6,776
２　特別損失 6,500
　　　特別損益 276
　　　税引前当期純利益 9,934
　　　法人税、住民税及び事業税  905
　　　法人税等調整額 　
　　　当期剰余金 9,029
　　　前期繰越剰余金 4,073
　　　当期未処分剰余金 13,102
脚注　前期繰越剰余金のうち教育情報資金は 800千円である。

諸手数料の徴収及びその料率
項　　　　　目 説　　明　（料　率） 徴収方法

伐採届取扱手数料 1件当たり216円 その都度

林産物の受託販売手数料 売上額の100分の5.14 精算時

林産物の受託生産販売手数料 売上額の100分の10.28 〃

森林整備補助金取扱手数料 造林補助金額の100分の10.28 交付時

受託森林整備手数料 事業費の100分の23.65 精算時

造林作業路開設手数料 直接工事費の100分の14.40 〃

山林調査手数料 事業費の100分の10.28 その都度

森林保険関係手数料 保険金の100分の10.28 〃

山林斡旋手数料

売買金額の100分の5.40
　300万円以下の金額に対して100分の5.40
　�300万円を超え1,000万円以下の金額に 

対して100分の3.24
　�1,000万円を超える金額に対して 

100分の2.16

〃

諸証明手数料 １件５筆まで1,080円
　それを超える場合1筆につき216円 〃

転貸資金の取扱手数料
貸付金額の100分の2.16
　　貸付時　　　100分の2.16
　　次年度以降　100分の0.54

〃

面積測量手数料 事業費の100分の10.28 〃

その他 組合長において決定 〃

脚注　上記金額及び料率には消費税を含んでおります。
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平成 30 年 8月1日現在

総　　　　　代　　　　　会

代表理事組合長　　大石　良典

参　　事　　植田　　淳

監　　事　　会

代表監事　　中原　良輝
監　　事　　佐々木孝義
監　　事　　寺本　　保

筆頭理事　　井上　直樹
理　　事　　山田　史朗
理　　事　　早弓　優憲
理　　事　　洲濵　敏宏
理　　事　　松田　直美
理　　事　　日高　峻宏

総 務 課

邑南支所

理　　事　　会

本　　　　　所

課

　
　長

　
　光
田

　明
裕

係

　
　長

　
　中
本
千
恵
美

主

　
　任

　
　佐
々
木
恵
子

桜江出張所
臨

　
　時

　
　本
山
眞
美
子

事 業 課
課

　
　長

　
　細
貝

　一
司

課
長
補
佐

　
　黒
川

　博
隆

主

　
　任

　
　三
上

　
　純

主

　
　任

　
　藤
原

　健
二

主

　
　任

　
　竹
﨑

　翔
平

主

　
　事

　
　小
田
絵
里
香

主

　
　事

　
　山
口

　昌
敏

美郷支所

現場技術員

支
所
長

　
　日
野
原

　淳

係

　
　長

　
　藤
田

　悦
美

係

　
　長

　
　牧
田

　洋
平

主

　
　任

　
　坂
根

　
　潤

主

　
　事

　
　尾
原

　純
子

主

　
　事

　
　玉
岡

　
　優

利用間伐

支
所
長

　
　佐
貫

　重
永

係

　
　長

　
　日
高

　直
喜

主

　
　任

　
　光
田

　大
輔

主

　
　任

　
　高
村
美
都
紀

主

　
　任

　
　春
木

　健
太

主

　
　事

　
　橋
田

　卓
也

臨

　
　時

　
　沖
田

　美
香

地籍

邑智郡森林組合組織図邑智郡森林組合組織図

稲
垣

　博
利

竹

　
　孝
弘

寺
本

　竜
治

椿

　
　貴
志

原
田

　
　孝

加
山

　竜
二

日
高

　
　保

戸
田

　勇
司

山
田

　祐
二

天
川

　恒
之

寺
本

　将
司

日
高

　甚
蔵

飯
石

　晃
一

石
田

　
　実

佐
々
木

　宏

若
宮
祐
次
郎

山
田

　竜
也

日
高

　
　祐

現場技術員

児
島

　仁
志

中
村

　進
一

太
田

　裕
介

和
田

　弘
光

品
川

　光
広

落
合

　将
克

漆
谷

　大
樹

中
村
美
樹
夫

中
原

　宏
樹

福
間

　智
輝

田
原

　耕
三

吾
郷

　基
紀

小
野
寺
和
哉

小
野

　匡
士

森
脇

　祐
輝

山
口

　敦
之

チップ・林産・
バイオマス・堆肥

服
部

　恵
二

日
高

　辰
司

平
床

　真
司

平
岡

　栄
治

大
賀

　尚
輝

片
平

　成
也

金
山

　慎
也

高
橋

　光
一

泉

　伸
司
郎

倉
吉

　
　勉

石
田

　弘
一

松
﨑

　優
作

政
木

　
　亮

内
ヶ
島
崇
志

竹
﨑

　絢
二

柳
幸

　大
輝

日
高

　
　隼

黒
石

　卓
也

松
嶋

　
　啓

菅
田

　光
男

内
藤

　由
人

小
溝

　一
平

菌床
センター

泉

　
　竜
也

野
口

　謙
一

尾
﨑

　慎
也

野
口

　康
雄

畑
野

　
　聖

高
橋

　武
孝

佐
々
木
龍
馬

宮
崎

　進
也

松
岡

　昭
博

吉
川

　
　輝

伊
藤

　達
也

現場技術員
（林産）

現場技術員
（造林）

三
上

　文
明

上
田

　正
徳

木
村

　隆
詞

林

　
　義
幸

森
橋

　敏
士

内
ヶ
島

　明

利用間伐
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柳
りゅう

幸
こう

 大
だい

輝
き

（チップ工場）
４月１日入組

小こ

溝み
ぞ 

一い
っ

平ぺ
い

（
本
所 

事
業
課
）

４
月
１
日
入
組

山や
ま

口ぐ
ち 

敦あ
つ

之ゆ
き

（
美
郷
支
所
）

６
月
12
日
入
組

尾
お

﨑
ざき

 慎
しん

也
や

（菌床工場）
４月１日入組

沖
おき

田
た

 美
み

香
か

（邑南支所）
８月１日入組

職員・現業職員・現場技術員 募集
職　　　　 種 職員（現場管理事務） 現業職員（山林作業・工場作業） 現場技術員（山林作業）

応 募 資 格
18歳～35歳　 18歳～40歳　 年齢不問

普通自動車運転免許
採 用 予 定 日 平成31年４月１日 平成31年４月１日 随時
応 募 方 法 組合規定の応募用紙に履歴書（直筆）を添えて応募
只今、森林組合では職員・現業職員・現場技術員の募集を随時行っております。
詳しくは、本所総務課またはハローワーク川本へお問い合わせください。

平
成
30
年
7
月
31
日
付

　
事
業
課　
主
任

　

出
　
合
　
元
　
明 

氏

�

（
勤
続
11
年
）

　
森
林
組
合
事
業
の
発
展
と
林
業
振
興

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
１
日
付

　
参
　
事
（
流
通
課 

課
長
）

　

植
　
田
　
　
　
淳

　
事
業
課
　
課
長
（
整
備
課 

課
長
）

　

細
　
貝
　
一
　
司

　
総
務
課
　
係
長
（
総
務
課 

主
任
）

　

中
　
本
　
千
恵
美

　

平
成
30
年
４
月
１
日
付
け
で
、

「
整
備
課
」
と
「
流
通
課
」
を
統

合
し
、『
事
業
課
』
と
し
ま
し
た
。

　
９
ペ
ー
ジ
の
組
合
組
織
図
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
４
月
11
日
付

　
美
郷
支
所
　
係
長
（
美
郷
支
所 

主
任
）

　

牧
　
田
　
洋
　
平

平
成
30
年
８
月
１
日
付

　
美
郷
支
所
　
主
事
（
総
務
課 

主
事
）

　

尾
　
原
　
純
　
子

退
職
の
お
知
ら
せ

人
事
異
動
（　

）内
は

旧
職
名

山
やま

口
ぐち

 昌
まさ

敏
とし

（本所 事業課）
４月１日入組

入
組
し
て
３
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
初
め
の
頃

は
作
業
に
も
機
械
の
操
作
に
も
慣
れ
ず
、
毎
回
毎

回
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
は
基
本
と
な
る
目
立
て
、
重

機
で
は
詳
し
い
操
作
方
法
を
、
作
業
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
の
お

か
げ
で
、
今
で
は
自
分
が
少
し
成
長
し
た
と
い
う

実
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
、
早
く
丁

寧
な
作
業
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ガ
に
も
気
を
付
け
な
が
ら

作
業
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

８
月
１
日
付
に
て
入
組
し
、
邑
南
支
所
の
配
属

と
な
り
ま
し
た
沖
田
で
す
。

職
種
は
違
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
事
務
の
経

験
を
活
か
し
、
一
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

４
月
よ
り
菌
床
工
場
の
現
業
職
員
と
な
り
ま
し

た
尾
﨑
で
す
。
新
し
い
環
境
で
分
か
ら
な
い
こ
と

が
多
く
、
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
一
所
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
よ
り
入
組
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
所 

事

業
課
の
配
属
と
な
り
ま
し
た
山
口
で
す
。
前
職
と

は
仕
事
の
内
容
が
全
然
違
う
の
で
、
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
日
で
も
早
く
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
尽
力
し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

現
場
技
術
員

地
域
の
林
業
を
担

う
、
新
し
い
仲
間
が
増

え
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
人
紹
介
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荒廃した森から、水を育む緑豊かな森への再生

事業
実施者

事業
内容

島根県は、「再生の森事業」で森林整備を支援しています

『再生の森事業』で森を元気に!
この事業は、10年以上手入れが行われず荒廃した、林齢36年以上（※）の人工林に対して、水を育

むなど森林の持つさまざまな公益的機能を再生させるため、不要木の伐採（間伐）などを支援する事業
です。地形、生育状況などにより搬出できない造林地に対して、この事業をおすすめします。

作業にかかる経費は「水と緑の森づくり税」を財源として交付されますので、所有者負担はありません。
※36年生以上を主体に一体的な整備を行う場合は、36年生未満も含みます。

〇県と県民再生の森林協定書を締結した森林所有者
〇�締結した森林所有者から作業などを委託された林
業事業体

〇不要木の伐採
〇不要木の伐採跡への広葉樹の植栽
〇侵入竹の伐採・整理など

事業実施者

森林所有者 林業事業体

島根県

交付金

委託

三者協定

36年生以上の荒廃人工林

森の状態と雨の関係元気な森のイメージ

事業の仕組み

間伐実施後

間伐実施前再 

生

この事業に関するお問い合わせは、本所・各支所までお願いします。

浸透量少ない

地表流多い

下層植生が育たない

健康な森林

浸透量多い

土砂災害の危険が高まる 間伐し下草が生えることで表土流出を防ぐ

地表流少ない

下層植生が繁茂

不健康な森林

将来の健全な森林（イメージ）
水を含む機能が高い森林

低木（後継樹）
が生えている

大小さまざまな
木が生えている 下草が

生えている

土壌が
発達している

太陽の光が
地面に届く

針葉樹と広葉樹
が混じっている

間伐し下草が生えることで表土流出を防ぐ
浸透量少ない

地表流多い

下層植生が育たない

健康な森林

浸透量多い

土砂災害の危険が高まる 間伐し下草が生えることで表土流出を防ぐ

地表流少ない

下層植生が繁茂

不健康な森林

将来の健全な森林（イメージ）
水を含む機能が高い森林

低木（後継樹）
が生えている

大小さまざまな
木が生えている 下草が

生えている

土壌が
発達している

太陽の光が
地面に届く

針葉樹と広葉樹
が混じっている

土砂災害の危険が高まる
浸透量少ない

地表流多い

下層植生が育たない

健康な森林

浸透量多い

土砂災害の危険が高まる 間伐し下草が生えることで表土流出を防ぐ

地表流少ない

下層植生が繁茂

不健康な森林

将来の健全な森林（イメージ）
水を含む機能が高い森林

低木（後継樹）
が生えている

大小さまざまな
木が生えている 下草が

生えている

土壌が
発達している

太陽の光が
地面に届く

針葉樹と広葉樹
が混じっている
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本所（川本） ☎72-0277　 邑 南 支 所 ☎
（IP 050-5207-5209）

83-0164　 チップ工場　☎
（IP 050-5207-3480）

95-0985
美 郷 支 所 ☎75-0032　 桜江出張所 ☎92-0064（午前中のみ営業）

お問い合わせ先

今
日
の
林
業
は
、
一
般
建
築
に
使
用
さ
れ
る
優
良

材
の
需
要
が
低
迷
し
て
い
る
中
、
合
板
や
集
成
材
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
品
質
を
追
求
し
て
き
た
林
業
だ
け
で
な

く
、
大
量
生
産
に
対
応
で
き
る
体
制
と
流
通
の
整
備

が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
林

業
従
事
者
も
例
外
で
は
な
く
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
て
、
育
て
る
」を
繰
り
返
す
循
環
型
林
業
の
継

続
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
美
郷

美
郷
町
と
森
林
組
合
に
よ
る

持
続
可
能
な

　
森
林
経
営
管
理
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」に
よ
り
、
多
く
の
方
が
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。衷
心
よ
り
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
土
砂
崩
れ
や
浸
水
等
に
よ
り
家
屋
、
施
設
等
に

被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
方
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
と
平
常
な
生
活
に
戻
れ
ま
す

よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

町
と
邑
智
郡
森
林
組
合

は
、
森
林
経
営
計
画
の
一

本
化
を
は
じ
め
と
し
た
協

働
作
業
や
、
よ
り
計
画
的

か
つ
有
効
な
森
林
資
源
の

活
用
を
図
り
、
美
郷
町
の

森
林
・
林
業
を
魅
力
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
た
め
、

パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
の
締
結

を
行
い
ま
し
た
。

購買品のご紹介森林組合

目安 10a当り
　　　９～12袋

竹の
除草に！

（商品は全て税込み価格の表示となっております。）

1,980円

土佐造り
両刃、刃長 19.5㎝
西山三ヶ月型中厚鎌

1,620円

土佐造り
両刃、刃長 18㎝
西山土佐型草刈鎌

500円

（大・中・小の3本セット）
マダニと～る

パワー
森林香専用です。

※お買い求めの際には、
　印鑑をご持参ください。

潰すと危険なマダニを
簡単・安全に
除去できる。
※ペットのダニにも！

速攻退治＆
　　巣の処理に！

1,030円

携帯防虫器

860円

2,470円

ハチ・アブ
エアゾール

デゾレートＡＺ粒剤　5㎏

家庭用より
分厚く煙が多い
防虫効果大！

1,390円

パワー森林香
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